
 

  

例会記録  

会員総数  58名 出席会員数 25名 

ゲスト      0名  ビジター   8名 

その他      2名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      2 名 

 
 

 

ニコニコボックス  

大橋廣治様：皆様、こんにちは。 

福島南 RCの皆様：本日はお世話になります。 

白山聡一様：初めて MUに参りました。宜しく 

お願いします。 

荒川・細谷・若林・荘村会員： 

  福島南 RCの皆様ようこそお出で下さいま 

した。ありがとうございます。 

若林会員：一昨日テレビ番組でサンドイッチマン

が LA を散策し、東本願寺別院が放映され

ました。当社が修復しました。 

地引会員：誕生日・結婚記念日・ﾊﾟｰﾄﾅｰ誕生日 

内田会員：結婚記念日 

 

次回予告  

第22回例会 2025、2，17（＃2437） 

 会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   吉沢会員     

    受付係  藤田会員  齊藤会員 

司会者  住吉会員 

ソングリーダー  鄭会員 

卓話「情報の信頼性・40余年の    

リサーチャーの視点から」 
㈱ショッパーファースト 代表取締役   

打田光代氏 

紹介者 荒川会員 

 

今期のモットー： 「親睦を通じて奉仕を実践する」 
会長報告 

1）福島南RCから皆様お越し頂きました。大橋パストガバナー、赤間会長はじめ7名がご参加です。 

2）本日はポリオ根絶運動についていろいろと学ぼうと思います。久保田会員よろしく御願いします。 2月５日に開催の 

ポリオ根絶チャリティーコンサートを前に、入会の浅い方々にも、ポリオプラスについて学んで欲しいと思い、また 

私達も再認識の為に久保田会員にお願いしました。 

幹事報告 

1）例会終了後に、福島の皆様との茶話会がございます。事前にお申出の方は「吉祥の間」へいらしてください。 

2）2月５日のチャリティーコンサートでは、会場でのお手伝いをお願いしたいと思います。 

 15時位から、内幸町ホールへお越し頂ける方は幹事又は事務局までお知らせください。 

 当日は、ポリオの赤い Tシャツを着用してください。 

 

 

  本日の例会プログラム 

第 21回例会 2025.2.3（＃2436）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  新保会員 

受付係     秋山会員    園田会員 

司会者 山田会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  鄭会員 

卓話「人生いろいろ、人それぞれ 

～多様性を生かすこと」 
      増山＆Company㈱代表社員社長 増山 美佳氏 

紹介者 荒川会員 
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東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 20回例会 2025.1.27（＃2435）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  吉田会員 

受付係     地引会員    保科会員 

司会者 崎山会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ  木寅会員 

 

卓話「我がクラブのポリオ根絶運動のあゆみ」 
         

久保田 智也会員 

 

 
 

 

 
 

   2024〜25 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Steohanie Urchick 

 

 



 
 

  
 

 

 

鴻池運輸グループの医療関連事業を通じた災害医療取組み他、 

社会貢献取組みご紹介 

鴻池メディカル株式会社代表取締役 高見 英喜 氏（12/9卓話 荒川会員紹介） 
 

 

 

 弊社は、1880 年からの歴史を

持つ鴻池運輸グループの中で

医療関連サービスを担っている

会社です。メインは医療機関向

けですが、メーカーや医療機器

卸を含むサプライチェーン全体

にサービスを提供しているとこ

ろが同業他社との大きな違いで

す。 

 主なサービスは急性期病院内の機材類の滅菌消毒で

すが、感染管理も得意としています。海外事業も行ってお

り、コロナ禍の頃にインドで始めた海外駐在員向けの健

康相談サービスをオンラインで展開しています。 

 鴻池運輸グループでは環境部が社会貢献活動を取りま

とめており、職場見学、職場実習、通学路の見守りなど、

年間約 200件の活動が報告されています。 

 メディカル部門で行っている活動の一つに、一般社団法

人日本医療防災技術研究所の活動支援があります。社

会問題の解決に向け、災害医療・防災技術領域における

新技術・サービスの検証を行い、社会実装できるような活

動につなげることを目的としており、新技術の一つとしてド

ローンを使ったいろいろな貢献活動をしています。活動の

主要メンバーは熊本赤十字病院、日本医科大学千葉北

総病院、東京電機大学、芝浦工業大学などで、大学の先

生や医師ばかりの中に事務局として私が入っています。 

 元々の活動の発端はドローンだったのです。ドクターヘ

リを運用している先生方が多かったので、ドクターヘリに

代わる手段としての研究から始まりました。2015 年には

大分県での災害訓練で空撮や探索にドローンを活用した

ほか、2017 年には千葉県の災害訓練で医療資機材の搬

送やアセスメント、沖縄県総合防災訓練でも機材の搬送

や光学機材による人数のカウントをドローンで行いまし

た。 

 2019 年には離島への資機材の搬送や有人ヘリとの衝

突回避の実証実験を行い、2020 年からは熊本日赤も参

画して阿蘇の公立病院への資機材搬送、上天草の総合

病院から離島への搬送実験を行いました。 

 そうした中、2020 年の熊本豪雨災害では実動部隊が資

機材搬送の支援に向かいましたが、当時はドローンもわ

れわれの活動も認識していただけず、新しい技術に対す

る抵抗が自治体職員にあると感じました。 

 能登半島地震では会としての取り組みはありませんが、

メンバーの先生方は現地で復旧に尽力されました。 

 

 

 

 

東日本大震災におけるヘリによる搬送は 150 人程度でし

たが、今回は自衛隊の大型ヘリも使って約 450 人を搬送

し、約 750 人の患者や高齢者の拠点移動を行ったそうで

す。災害時の支援機関は幾つもあり、横の連携が難しい

のですが、今回は空路調整委員会を立ち上げたことで多

くの人数を搬送できたとのことでした。 

 2021年に沖縄県南城市で大地震と大津波を想定して行

われた総合防災訓練では、当研究所が訓練全体のプロ

デュースをしました。パワーアシストスーツによる土砂の

除去や、燃料電池医療車による医療活動、ドローンによ

る検体輸送や被害状況のアセスメント、避難所の運営訓

練などを行いました。 

 この研究所を一般社団法人として立ち上げたのは、自

治体等からの災害対策策定支援の依頼を法人格で受け

入れる必要があると考えたからです。しかし、収入は年間

100 万円もないため、法人化による諸経費の負担が重く、

なかなか活動資金に回せていません。また、医師や大学

の先生が顔を合わせた活動がなかなかできず、私が事

務を一手に引き受けているので、運営の難しさを感じてい

ます。 

 日本の医療は非常にレベルが高く、全国津々浦々でさ

まざまなサービスを展開していますが、今年から医師の

労働時間の規制が始まり、地方病院の維持が課題になっ

ています。鴻池メディカルは都心部だけでなく、地方の病

院でも結構仕事をしています。院外の滅菌施設の活用や

病院間のネットワークづくり、災害発生時の院外センター

としての活用、使い捨ての資機材の再生利用などの支援
により、地域の病院を維持していけるようにしたいとい

うのがわれわれの思いです。 

 

クラブだより  No.21  

『多数ご参加下さい』 

 4月 24日（木） 13：00～＠立川ステージガーデン 

 地区大会へご登録下さい。 

 10：00からの新入会員昼食会へもご参加ください。 
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